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大学学部が刊行する紀要には、
W
arasan Tham
m
asat （タマサー
ト大学紀要） 、
W
arasan Setthasat 
Tham
m
asat （タマサート大学経
済部紀要） 、
W
arasan N
itisat （タ
マサート大学法 部紀要） 、
Rat-
thasatsan （タマサート大学政治
学部紀要） 、
W
arasan Sang-
khom
sat （チュラロンコーン大学
社会学部 要） 、
W
arasan Kotm
ai
（チュラロンコーン大学法学部紀要） などが挙げられる。タイでは、権威ある大学 紀要を刊行し、大学教授の論文を掲載するという傾向にある。時には、教授の後押しで有望な修士課程・博士課程の大学院生が論文を掲載し、自身の名を売って就職の足がかりの場とし
ている。若手研究者の論文で有名なものは、タイ現地語論文の中でよく引用されている。　
一方で、大学紀要は編集者次第
で刊行頻度やそ 内容が大きく左右される。いずれ 紀要も盛衰を繰り返して、継続的に刊行されてきたものはごくわずかに限られる。例えば、
Ratthasatsan は、タ
ネート・ウォンヤーンナワーが編集長になって以後 内容が充実してきたという 彼は、手弁当で大学院生の研究報告会に出向き、優秀な大学院生を発掘し 寄稿を依頼したりもしている。　
同様のことはこれまでも起きて
いる。一九八〇年代には、歴史学者のチャーンウィット・ガセートシリ、経済学者のランサン・タナ
ポンパンが編集者となり、
W
ar-
asan Tham
m
asat に革命的変化を
起こした。それまで文字だけだった紙面に写真を効果的に掲載することで、 読者層 拡大した。また、禁止されていた広告掲載を許可することで広告収入を可能にし、それをコストのかかる写真の 料や、執筆者に対する原稿料にあてた。このような出版物にかける情熱は、一九八〇年代に徐々に高まりをみせた。それは、こ 時代に政治的安定が保た たこと よものだろう。　
研究機関が刊行する雑誌として
は、
Journal of the Siam
 Society の
歴史が最も古い。一九〇四年に設立された研究機関
Siam
 Society
は、設立年よりタイの歴史、芸術、
文化、言語などを取り上げた英語論文を掲載する本誌を刊行している。初期には、仕事などによるタイ滞在者、タイ国外のタイ研究者などといったタイ社会に精通する外国人がクラブを結成して執筆活動を行った。このクラブには王室関係者も加わっており エリート集団の様相を呈して た。本誌が最も影響力を持ったのは一九六〇年代である。本誌には保守派エリートが保守的歴史観 書き示した論考が掲載されている。????????　
タイでは民間の出版社が刊行す
る雑誌が多く、学術情報交流の活性化にも大いに貢献している。　
新聞社系の出版社が刊行する週
刊誌には、出版部数が多い順にM
atichon 、
N
ation 、
Siam
 Rath
が
ある。これら 一次情報を得る手段として学術論文においても重要視されてい また、
M
atichon
の連載を執筆する とが学者や知識人 ステータスになると同時に、著名人をコラムニストに迎えることによって
M
atichon にも箔
がつく。本誌に掲 れたコラムは、即座に大学の学生の間で話題となってその執筆者 評判が生ま
?????????????
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??????????
???????????????
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?
??? ?? ???? ???? ?? ???? ???? ?? ?
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れ、学生自身の判断基準を形成していく。発行部数が少なく、読者層が限られている大学紀要に比べて、こうした週刊誌は圧倒的 数の読者を抱えているため、 者や知識人が自身の主張を広め ための媒体とし は最も有力であ といってよい。比較的高い原稿料を得られることも、週刊誌への寄稿が好まれる背景にあるようだ。　
三〇年以上の歴史を有する
Sin-
lapa W
atthanatham
（芸術・文化）
は、タイ国内外の考古学や歴史学などの論文が掲載さ 学術雑誌であり、とりわけ一九九〇年代に強い影響力を持った。学術的な内容であるが、図像資料を多用しているために大学紀要よ も一般読者が手に取りやすい。現在、大学関係者や博物館職員等が執筆者に名を連ねて 。 本誌の出版社は、M
atichon と同じくマティチョン
出版社であるが、もともとは芸術大学を卒業したスチット・ウォンテートが中心になって別個に編集・出版していた。 経営困難 なった際、学生時代からの友人であるマティチョン 社のオーナー、カンチャイ・ブーンパンが株を買って 傘下に加えたという経緯がある。
　
ところで、カンチャイとスチッ
トは、自ら雑誌を出版する以前に先述の
Siam
 Rath で校正や執筆の
技術を磨いた。三つの週刊誌の中で最も出版部数は少ないが、最も歴史のある本誌 小説家であり、タイの首相をも経験し ククリット・プラモートによって創始された。文化人として著名なククリットの下で執筆を学んだ二人が、その後、タイの「コア・ジャーナル」を生み出し というわけ ある。　
いわばタイの
N
ational Geo-
graphic である
Sarakhadi （ルポル
タージュ）は、写真を多用してタイの自然・文化を紹介する雑誌である。人物へのインタビュー記事や一般に知られていないタイの文化の紹介などが充実しており、着眼点に優れた雑誌である。　
他方で、タイでは政治・社会状
況が変動する重要な時点において、雑誌が世論を牽引してきた。例えば、学生運動、民主化運動盛り上がりをみせた一九七〇年代にひとつのオピニオンリーダーとなったのは、
Sangkhom
sat Parith-
at （社会科学評論）である。ここ
には著名な学者や知識人らの論文が多く掲載され が、これらは政治的な意味合いをもつ場合が多
く、世論の形成に強い影響力を持った。写真は右から本誌一九七二年五号 一九七四年八号の表紙であるが、この号は当時の日 商品不買運動に関する特集である。表紙のイラストからも、雑誌の強いメッセージが読み取れ であろう。　
Sangkhom
sat Parithat が、その
強い政治的主張ゆえに、発刊を制限されると、一九八〇年代から影響力をもったのが、チュラロンコーン大学の経済学者グループが中心となって刊行し
W
arasan 
Setthasat Kan M
uang （政治経済
学雑誌）であった。本誌には タイの資本主義経済システムやを批判的に分析する論文が多く掲載された。また、キリスト教系のＮＧＯによって出版された
Sang-
khom
 Phatthana （社会開発）は、
ＮＧＯ活動家や研究者の論文を掲載してＮＧＯなどの社会活動家たちの思想を形成する場となった。　
最近では、
Fa D
ieo Kan （同じ
空＝平等）という雑誌が、知識人や活動家に社会体制批判とタイ社会の方向性を議論する場 提供し、大きな影響力を持つ。　
このように、タイの雑誌は、学
者や知識人らが自分の理想とする
社会を描き、また、理想を実現するための方策を訴えるメディアとしてあるという点で極めて特徴的である。換言すれば、タイのアカデミズムと社会 は、雑誌を媒介に緊密な関係性を保っているのである。外国の読者にとっても、こうした雑誌がタイ社会の動態 知るうえで有用な情報源になることは間違いない。謝辞：本稿の執筆にあたり、神田外語大学の重冨スパポン教授、アジア経済研究所の重冨真一研究員、船津鶴代研究員、今泉慎也研究員から聞き取りをさせていただいた。記して謝意を表したい。なお全ての文責は筆者にある。（こばやし
　
まりえ／アジア経済研
究所
　
図書館資料企画課）
Sangkhomsat Parithat
左：1974年8号／右：1972年5号
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